
冬休みがお
わりました

、みなさん
あけまして

おめでとう
ございます

。あたらし
い１

年がはじま
りましたね

。冬休みは
いかがでし

たか？今年
も図書館に

来て、いろ
んな

本にたくさ
ん出会って

みてくださ
い♪さて、

今年の干支
は、「戌」

。犬年です
。と

いうことで
、今月はガ

ブリエル・
バンサンが

鉛筆デッサ
ンで描いた

犬のものが
たり

『アンジュ
ール』を紹

介します。

この本には
字が一切あ

りません。
色もありま

せん。モノ
クロの鉛筆

デッサンで
描

かれた本で
す。文字も

色もないの
に、それで

もこの本の
中には音や

犬の声、言
葉が、

１ページ１
ページにつ

まっていま
す。ページ

をひらけば
、まるでそ

の場に自分
がい

るかのよう
に、周りの

音や犬の声
がきこえて

きます。

ある日、飼
い主の人の

車から道へ
投げ捨てら

れてしまっ
た犬、アン

ジュール。
こ

の最初のシ
ーンからも

う切ない。
車の窓から

まるでゴミ
を捨てるか

のように、
乱雑

に道路へと
投げ出され

るアンジュ
ール。そし

て次のシー
ンでは、捨

てないでと
言わ

んばかりに
、自分を捨

てた飼い主
の運転する

車を必死で
追いかける

アンジュー
ルの

姿に、胸を
しめつけら

れます。ア
ンジュール

は、その後
も必死で車

を追いかけ
ます

が、到底車
には追いつ

けません。
とうとう追

いかけるの
をあきらめ

たアンジュ
ール

はあてもな
く、道を歩

きつづけま
す…。

どうして、
ここまで、

文字や色が
なくてもこ

んなにも、
情景や音、

犬の声が伝
わっ

てくるのか
…それはき

っと作者ガ
ブリエル・

バンサンの
犬のデッサ

ン力にある
とわ

たしは思い
ます。犬の

たたずまい
、そして、

細やかな犬
の表情、ど

のページか
らも

犬の悲痛な
叫びが苦し

いくらいに
伝わってき

ます。

どのような
事情かはこ

の本ではわ
かりません

が、どのよ
うな事情で

あっても飼
っ

ている動物
を捨てると

いう行為は
とても悲し

く残虐なこ
とです。こ

の本の中の
アン

ジュールの
表情はずっ

と暗く、悲
しく、くも

っています
。けれど、

ものがたり
の最

後、１人の
男の子がア

ンジュール
に笑いかけ

て歩み寄っ
てくるシー

ン、アンジ
ュー

ルの表情は
後ろ姿で見

えませんが
、わたしは

未来への光
が少し見え

た気がしま
す。

ずっと暗い
場面ではな

いんだよ、
という風に

。どうか、
次のお家で

はこのアジ
ュー

ルが穏やか
に幸せで暮

らせるよう
祈らずには

いられませ
ん。そして

、明るい表
情で

あってほし
いなと心か

ら思います
。
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